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自然の聖化

『岩手大学英語教育論集』
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日本の自然を代表する風景として､華厳の滝や那智の滝が知られる｡日光国立

公園や吉野熊野国立公園にあるこれらの風景は､富士山や阿蘇山や天の橋立と並

んで風景カレンダーの定番である｡北米アメリカでこれに相応する滝の風景を探

すとすれば､カナダ国境沿いのナイアガラの滝やカリフォルニアのヨセミテ国立

公園のブライダルベール ･フォールやバーナル ･フォールなどの滝の風景が思い

浮かぶ｡

ヨセミテ国立公園の美しい滝を含む遠景をペーパーバック版の表紙とする本書

は､北米アメリカの ｢自然｣について語る書である｡｢自然｣と｢文学｣と｢宗教｣

と ｢環境｣について語る書である｡もちろん ｢自然｣(Nature)といえば､ギリシ

ャ･ローマの昔から西欧社会を中心にさまざまな形で語られてきた｡語り尽くさ

れた感がしないでもない｡哲学で語られ､神学で語られ､詩や劇で語られ､天文

学や錬金術や医学等でも語られてきた｡

時代や場所を北米アメリカに限ってみてもこれは例外ではないOたとえば植民

化が進んだ17世紀､W皿amWoodは､NewEhglaDゐ Pmspect(1634)の中

で､HolyLandとして訪れた新世界の "natureofthecountry'について記して

いるし､19世紀のEmersonは､エッセイ琴NBtum(1836)で､ "thisocean of

airabove,thisocean ofwaterbeneath,this血man entofearthbetween"につ

いて記し､"Natureisthesymbolofthespirit" という後世によく知られること

ばを記した｡時代を下って､20世紀後半になると､Natureへの関心は

environmentへの関心ともつながり､その結果としてecologyやecosystemに関

わるnaturew血 g が文学の新たなジャンルとして生じてくることは､知られ

る通りである｡

本書は北米アメリカにおける ｢文学｣の歴史について語るものである｡｢文学｣

が､｢自然｣を媒体として､｢宗教｣や ｢環境｣とどのように関わるかを探る書で
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ある｡とりわけ ｢宗教｣との関わりを中心に探る書である｡｢自然｣と ｢宗教｣の

闇には､確かに緊密な関係がある｡たとえば､華厳の滝や那智の滝の場合､前者

の場合は､嘩…厳｣という仏典に関わることばから､仏教との関係が想起されるし､

後者の場合､高野山と関わる吉野熊野という地理的背景から､同じく仏教との関

わりが連想として港み出てくる｡本書が目指すのは､植民地時代から現代に至る

までのアメリカ文学の諸々のテキストを､それぞれいわば一個の華厳の滝や那智

の滝に見立て､これらのテキストが､その背景としてのキリスト教や仏教やユダ

ヤ教とどのような関係を持ち､アフリカン･アメリカンや土着のインディアンの

視点とどのように絡み合い､また自然環境という具体的風景の中でどのように存

在しているかを追跡する書である｡

この追跡は､北米アメリカ植民地時代の文学から現代アメリカ文学へと向けた

通時的視点で行われる｡本書を構成する10章のテーマは次の通りである｡

1.Land先山:TheNewWorldasNewCreation

2.MeditationontheCreaturesinEarlyAm ericanLife

3.htimationsofan EnvironmentalEthicintheWdtingsofJTonathan

Edwar°s,

4."RevelationstoUS":GreenShootsofRomanticReligioninAntebellum

Am erica

5.VariationsonNature:FromtheOldMangetotheWhiteWh ale

6."R肝eandDelectablePlaces":moⅠ℃au'SlmaginationofSacredSpa°e

7.Post･DaⅣ血anvisionsofnvineCreation

8.ImaginedWorlds:TheLureofNu血nousExoticism

9.ReclaimingtheSacredCoⅡ皿OnS

10.Le arm gtoIJOVeCreadon:TheReligiousTenorof(九ntemporary
●

Ewpoetry

上記 10章のうち､はじめの 3章は､主として Bradford, Morton,Taylor,

Edwardsなど､埴民地時代のピューリタンのテキストを検討の主たる対象とした

ものであり､4章から6革までは､Emerson,Hawthorne,Ⅵ10Ⅰ℃au,Melvineな

ど､いわゆるロマン派のテキスト分析を対象としたものである｡また､7章から

9章まではJolm Mujr,RachelCa作on,BarryLDPeZ,AnnieD皿ardなどに代表
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されるいわゆる naturewritingの分析が主たる対象であり､最終章はWenden

BerryやDenjBeLevertovやGarySnyderなどの詩を対象に､これをecopoetry

として解明する試みである｡

これらの試みの中で著者が繰り返し手封商するのは､アメリカ文学を特徴づける

ものとしての ｢自然の聖化｣bakingnaturesac工℃d)である｡すなわち､新世界

の ｢荒野｣(W止derness)を ｢聖地｣(HolyLand)と見るピューリタン以来の伝統

的視直が､時代により､あるいは個人により､そこに揺れ動きはあるものの､ア

メリカ文学の歴史の中では基本的な底流として強力に作動している､という見方

である｡アメリカの作家の多くが非人間的世界(nonhum an world)としての ｢自

然｣に ｢自然を越えた何か｣(sometlm gbeyonditselD (p.6)を見て取る傾向が

顕著であるのはこの伝統の反映であるという見方である｡この見方そのものは､

特に斬新で目新しいものとは思われない｡PerryMillerをはじめとする過去の幾

多の研究の中で､繰り返し手封商されてきたところである｡本書の特徴は､その分

析の包括性であり､また射程の広さである｡

具体例として第5章および第6章を眺めると､第5章で著者は､Hawthomeの

自然観の特徴をエッセイ "TheOldManse" に見る｡庭園の植物への親近感を

示すこのエッセイは､著者によると､Hawthorneの女性性を示すものであると

同時に､当時の家庭婦人の園芸への傾斜という社会的背景と連動するものである｡

これはさらに "GodAh止ghtiefirstplantedaGarden"(p.107) という I.ord

Baconのキリスト教的視点とも結びつくものである｡この視点は､詩人Whitman

が都市の風景や人間だけでなく鳥や晴乳動物に対して示す "sacram entalvision"

や "ecopoeticworldview"(p.110)とも過衰するものであるという｡一方､Mehlle

の場合､MoLy･血d の Ahab船長に宗教的なものに対する agnosticism や

pessimi m や skepticism が認められるのは事実である｡しかし､Father

Mapple の説教に見られる｢ヨプ記 (theBookofJob)｣ への傾斜は､Melvine

の姿勢が "nonanthropocentrictheologyofnature"(p.124)であることを示して

いる｡この意味でMelvi1leもHawthomeやⅥmitman の仲間となる､というの

が著者の視点である｡

第6章はThoreauの 私 論である｡著者によるとこの華は､本書全休の

｢中核｣(centerpiece)(p.8)となるべき章である｡中核としての本章で著者が

論じるのはWildenの森という場所が果たす役割である.いまでこそ観光のメッ

カとなったこの場所は､著者によるとⅥ1.Oreauの ｢聖性の感覚｣(senseofthe
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sacred)(p.128) がもっとも端的に認められる場所である｡すなわちコンコード

近郊のこの場所は､Thoreauにとっての "rehgious exercise"や "Sacrament"

(p.130)の場である｡これはMirceaEliadeが｢聖｣(sacred)と｢俗｣(prt)fme)

の差異化が行われる場所として指摘した日常的場所から切 り離された例外的な

｢聖なる空間｣(sacredspace)(p.129)に他ならない｡したがって､この空間で

Tboreauが行う農耕の試みは "sacredcall血g"(p.133)の性格を持つものともな

る｡作品 抑地 は､この ｢聖なる空間｣を読み解くThoreauの姿勢を示すもの

であり､巻末で語られる雪解け時の線路の土手の模様の観察は､その最良の例で

ある｡著者によるとこの観察は､Natureを読み解くことそのものであり､その

方法は"toapprt)achthenonhumanworldas Liem･8fwA任romGreekh'em E,

orsacred,andglw丘,carvingorscript)(p.138)である｡このような姿勢で試み

られる雪解け時の土手の精密な観察は､当時の自然科学や聖書研究の方法論とも

関連を持つものであり､19世紀北米東部アメリカWddenの森に生きたThoreau

の "sacralvisionofnature"(p.133)を示すものに他ならないという｡

大略以上のような視点から､本書はアメリカ文学とNatum との関係を探る｡

著者の基本的な視座については特に異論はない｡19世紀の Emersonや

Hawthorneや Meldlleがエッセイや作品の中でしきりに語ったように､遅れて

きた世界としての新世界アメリカで父祖の地ヨーロッパの古い文化に対抗できる

ものは､無限の可能性を内在させた身の回りの広大なNatureでしかなかった｡

それだけにNatureという場所への思いが人々の意識の中で｢段と比重の重いも

のとなったことは､容易に理解できるところである｡

｢自然の聖化｣の視点からアメリカ文学を眺め返す著者は､いまでも毎年

UpstateNewYorkのh eGeorgeの湖畔で夏のひとときを過ごすという｡アメ

リカ人の感性の由来を示唆するものとして､本書が一つの視座を提供してくれる

ことは確かである｡

(OxfordUmiversityPress,2004,xii+291pp.)

(岩手大学教育学部英語教育講座)




